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（備考）１ 材質は鋼製であつて、角は丸みをつけてあること。
２ 表面粗さは、0•01¤以下とする。
３ 長さの許容差は±0•2¤とする。
４ 外径の寸法は、次の表に掲げるとおりとし、その許容差は、０から0•05¤とす
る。

電線管の公称内径 外径Ｄ
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〇 経 済 産 業 省 令 第 五 十 七 号

電 気 用 品 安 全 法 （ 昭 和 三 十 六 年 法 律 第 二 百 三 十 四 号 ） 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 電 気 用 品 の 技

術 上 の 基 準 を 定 め る 省 令 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 一 年 九 月 十 一 日 経 済 産 業 大 臣 二 階 俊 博

電 気 用 品 の 技 術 上 の 基 準 を 定 め る 省 令 の 一 部 を 改 正 す る 省 令

電 気 用 品 の 技 術 上 の 基 準 を 定 め る 省 令 （ 昭 和 三 十 七 年 通 商 産 業 省 令 第 八 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

別 表 第 二 １ \ イ Ë 中 「 （1977 ） 」 を 「 （2005 ） 」 に 、「１種の 」 を 「もの又はこれと同等以上の 」 に 、「 （1976 ） 」

を 「 （2006 ） 」 に 改 め 、 同 表 １ \ イ ô か ら ç ま で の 規 定 中 「 （1977 ） 」 を 「 （2005 ） 」 に 、「１種の 」 を 「もの又は

これと同等以上の 」 に 改 め 、 同 表 １ ] イ ô 中 「ＪＩＳ Ｂ 0204（1976）「電線管ねじ 」 」 を 「ＪＩＳ

Ｂ Ｃ 8305（1999）「鋼製電線管」附属書 」 に 改 め 、 同 表 １ ] ロ 中 「28¤ 」 を 「22¤ 」 に 、「４倍（公

称内径が22¤を超える厚鋼電線管にあつては、５倍 ） 」 を 「６倍 」 に 、「屈曲部分の電線管の外径が屈曲

前の外径の20％以上増加し、又は減少せず、かつ、ひび、割れその他の異状が生じないこと。この場

合において、鍛接管及び溶接管にあつては、継目を曲げの最内側から約45°の位置に置かなければな

らない。 」 を 「ひび、割れその他の異状が生じないこと。なお、溶接継目のある管の場合、６個の試料

で試験を行い、うち３個は継目を外に、他の３個は継目を側方向にする。また、曲げた管を直線部が

鉛直面に対して約45°になるよう、一方の端を上方に、もう一方の端を下方に向け、図１に示すよう

なゲージを初速をつけずに通した場合に、ゲージの自重分だけで試料内を通過しなければならない。 」

に 改 め 、 同 表 １ ] ロ に 次 の 図 を 加 え る 。
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